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その後、平成16年 6 月に最高検察庁（「最高検」）刑事部、17年 6 月東京地検




























































































































































































































































































































































































です。私は第30代の本部係検事で、平成 5年 4月から 7年 3月末まで 2年間務
めました。平均在任期間は 1年少々くらいで、 2年というのは長い方です。現
在はもう少し増えたように聞いていますが、私のころは本部係検事は 1人で、





















































































































































平成 7年 2月末、捜査 1課から拉致事件発生についての報告がありました。そ
の後 3月中旬ころになって、オウム関係者の犯行である疑いが濃厚となりまし
た。捜査 1課では、取り急ぎオウムの東京の施設について捜索したいとの意向
でしたが、地検内で協議した結果、やる以上は山梨の本部までやらなければ意
味がないということになったのです。警視庁で再検討し、結局、主要な施設は
全部捜索することになりましたが、大がかりな捜索ですから準備に時間がかか
り、 3月22日がその実施日と決まりました。ところが、 3月20日にあの地下鉄
サリン事件が発生したのです。警察の動向を察知したオウムが捜索を妨害する
ため、通勤時間帯に東京のど真ん中を走る多数の地下鉄車両の中でサリンを撒
布し、13人が亡くなり、数千人が重軽傷を負いました。この平成 7年は、 1月
17日に阪神淡路大震災が発生し、ただでさえ日本中の人々が心穏やかでない
日々を送っていたのですが、それに拍車をかける大惨事でした。私は警視庁は
どうするのか見守りましたが、さすがに首都東京の治安を預かるだけあって
「予定どおり捜索を決行する」と連絡してきました。こうして 3月22日、山梨
県西八代郡の上九一色村（当時）にあったオウム真理教本部等の捜索が行われ
たのです。この日の捜索差押令状請求書や、当日現行犯逮捕したオウム関係者
の逮捕手続書等は、捜査 1課の刑事らと私が相談しながら作成したものです。
ただ、私は 4月 1日付けで次のポストに異動することが決まっていました。ま
た 2年間の本部係生活で心身ともに疲弊していたので、後任の本部係検事に前
倒しで着任してもらい、オウム真理教事件のその後の本格的な捜査はその検事
が担当し、みごとに解決してくれました。私の本部係としての最後の仕事は、
3月30日に発生した「警察庁長官狙撃事件」の現場臨場でした。第一線での検
事生活はこれで幕を閉じ、決裁官の世界に足を踏み入れることになったのです。
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6 　おわりに
これまで、私の検事人生を振り返りながら、再審無罪事件と本部係検事を中
心に検察の実務について話してきました。繰り返し述べたように、検事はいつ
も事実を追い掛け真相解明に努める、ある意味では面白い、けれども辛く苦し
い仕事でした。私は現在は弁護士ですが、やはり事実の重要性は弁護士にとっ
ても同じです。民事刑事を問わず、事実を正確に認識しなければ、依頼者のた
めになる弁護はとうてい望めません。ただ、私自身は弁護士になって 7年目に
なりますが、通常の事件はほとんど扱わず、企業の不祥事等に関する調査チー
ムの一員として仕事を時々する程度です。これらの調査は何よりもまず事実を
明らかにすることが必要ですから、検事時代の捜査と共通するところが多々あ
り、比較的馴染める仕事です。もっとも、検事とは違って強制手段を持たずす
べて任意ですから、真相解明は容易ではなく歯痒いまま終わってしまうことも
しばしばです。このほかいくつかの会社の社外監査役や社外取締役をしていま
す。企業でも事実は重要で、経営陣ができる限りの情報を集めて事実を正しく
把握し、これを十分に分析 ・検討した上で、適切な判断をしたかどうかが常に
問われます。もしその過程や内容が不適切 ・不合理なものでなければ、仮に結
果として会社に損害を与えることになったとしても「経営判断の原則」により
責任は問われません。企業においても結果だけを重視すると、経営陣が萎縮し
て消極的な経営に終始するようになり、企業価値の向上が図れなくなってしま
うからです。社外役員として、そういう観点から経営陣の決断や業務執行を見
つめています。私はもともと一介の捜査検事に過ぎませんが、検察の世界で学
んだことの根底にあるものは、他の世界でもそれなりに通用します。検事を務
めたことが今でもいろいろ役に立っているのを実感する日々です。
今回、その大恩ある検察のことを改めて振り返り、検察の失敗や私自身の古
傷も含めてあれこれお話しました。私の検事生活、あるいは、再審無罪事件や
本部係検事のお話を通じて、検事が何を考えながらどのような仕事をしている
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のか、まさに検察の実際の姿を少しでも世間に知ってもらえたらと思ったから
です。検察の後輩たちにとっては要らぬお世話で、不快の念を与えることにな
るかもしれませんが、私にしか語れないことや現役ではないからこそ言えるこ
ともあるでしょう。検察のますますの発展と、刑事司法の信頼確保を願っての
ことですので、ご寛恕頂くほかありません。最後に、これまで育ててもらった
検察と、若者たちと苦楽を共にする機会を与えていただいた山梨学院法科大学
院に心から感謝し、そこで一緒に学んだ多くの学生たちの将来が輝かしいもの
であることを祈りつつ、私の最終講義を終わります。
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